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4Revs – a co-creative ecosystem

Our Vision:
人類の主な「生存ボトルネック」を一世代(2020-2050)の内に解決に導く

helping humanity solve its main survival challenges in one generation (2020-2050)

私たちは、日本発のグローバル・プラットフォームを目指しています。
2022年には、4Revs Europeが始動予定。同じく、2022年中に

4Revs Africaも準備段階に入る。



人

4Revsは、
課題をチャンスに変える

次世代のイントラプレナー
を育成する

事業

4Revsは、
課題から価値を生む

事業・ベンチャー・投資機会
を発掘する
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人類が直面する4つの「生存ボトルネック」

食糧
農業

タンパク質の供給

水
水の技術
水の管理

資源
サーキュラー

生態系の活用法

エネルギー
気候変動

温室効果ガス
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86億人（2030年）～112億人（2100
年）の地球人口に対して、どのよ
うにして、食品ロスを減らしつつ、
十分な栄養と食糧を供給するか。

生態系を守り、健康的な農産物を
提供できる持続可能な農業をどの
ようにして実現するか。

持続的に十分なタンパク質をいか
にして生産・供給するか。

水ストレスや水不足の悪化を防ぐ
ために、水資源をどのようにして
持続可能なかたちで管理するか
（MITによると、2050年の世界人
口の52％は水ストレスに直面する
という）。

水の浄化・管理システムやその関
連の技術が世界に普及し、効果的
に活用されるには、どんな取り組
みが必要とされるか。

鉱物資源・天然資源をそれぞれ、
継続的に供給ができるよう、どの
ようにして持続可能に生産・管理
するか。

汚染物質・廃棄物を最小化し、生
態系の劣化を回避できるサーキュ
ラーな社会・経済の仕組みをどの
ようにして築くか。

生態系の持続可能な利用法とは。

増大する地球人口に対して、健康
を害せず、また甚大な気候変動に
寄与しないエネルギーの供給をど
のようにして確保するか。

経済と社会全体の脱炭素化の加速
をいかにして成し遂げられるか。

気候変動によってもたらされる将
来的な課題や災害に、どのように
対応するか。

いくつかの具体例
1. 食品ロスを減らす技術・仕組
2. 持続可能な農業の取り組み
3. 持続可能な（魚の）養殖
4. 植物由来・昆虫由来の蛋白質
5. 先住民の知恵と多様な食資源の

有効活用
6. より健康的な食生活と暮らし

2050年に向け、「食」を取り巻く
多種多様な変化を先取りする。

いくつかの具体例
1. 水源の持続可能な管理
2. 節水技術の開発と普及
3. 改良された水管理システム
4. 安価で持続可能なかたちで運用

できる淡水化技術・システム
5. 浄水の技術と仕組の開発・普及

「水」は人類が抱えるパラドック
スの一つである。この資源の持続
可能かつ平等な利用を実現する。

いくつかの具体例
1. 持続可能な林業
2. 都市鉱山・アーバンマイニング
3. プラスチックの利用と技術に

関わる取り組みと暮らしの変化
4. 資源アライアンス・資源コンソー

シアムの構築
5. 生態系の保全・修復

「資源循環」＝サーキュラりティの
実現と「生態系」の賢明な利用法を
広める。

いくつかの具体例
1. 再生可能なエネルギー供給
2. 二酸化炭素を資源として活用する
3. 省エネに貢献する暮らし、仕組、

技術の開発と普及
4. 都市と農業における気候変動への

革新的な適応策の実施

「エネルギー」は生活に必須だが、
「気候変動」は同時に人類最大の生
存脅威となっている。このジレンマ
を解消する。



4Revsプラットフォームの構造と価値提案 <全体像＞
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CAPACITY BUILDING

Learning, training, information 

gathering, and exchange 

BUSINESS INNOVATION

Innovation seeds, project development,

business development, and joint

business initiatives

キャパシティ・ビルディング

学習、情報収集、交流、人材育成

事業イノベーション

イノベーションのシーズ発掘、プロ

ジェクト開発へのインプット、事業開

発や事業提携

世界6大陸の若手社会
イ ノ ベ ー タ ー 、 社 会
起業家、ソーシャルベ
ンチャー
約35名のチーム

企業・公的機関の若手
～中堅社員（サステナ
ビリティ、R&D、イノ
ベーション関連部署）
約250名のメンバー

4Revs(=4つの革命）は、人類が直面する「4つの生存ボトルネック」を解決に導くことを存在意義とする、これまでにな
かった共創のエコシステム（イノベーション・エコシステム）である。一世代（2020～2050）にわたり活動を続け、世界各地にお
ける若手の社会起業家・社会イノベーター・サステナビリティの実践者と企業等を結び付け、4Revsの分野で、次世代型のイノベーションを協
働・共創により生み出す。

FOOD/AGRICULTURE/PROTEIN WATER RESOURCES/CIRCULAR/ECOSYSTEMS ENERGY/CLIMATE CHANGE/GHG



4Revsビジョン＆ターゲットマップ（2050年まで）
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4Revsビジョン＆ターゲットマップ（最初の3年（2023.3まで））



4Revs エコシステムの概要
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世界6大陸（約80か国）にまたがる若手の社会イノベータ―、サステナビリティの実践者、次世代リーダーのグローバル・ネット
ワーク（日本で設立されたNPO法人）。NELISは、4Revs全体のグローバル事務局を務め、各地域におけるプログラム・マネ
ジャーによる実行・リサーチチームを編成する。 www.nelisglobal.org

中南米6か国に事務所を構えるソーシャル・ベンチャー。100か国から約100万人の「クリエイティブ・マインド」が登録するオ
ンライン・プラットフォームを活用し、イノベノベーション・チャレンジやエコシステム・ビルディングに多面的に取り組んで
いる。4Revsには、グロバル・イノベーション・チャレンジの実施で参加。

Salesforce.com Japanは、4Revsのテクノロジー・パートナーとして、IT面のサポートおよび4Revs事例データベースの構築で
協力・参加。 www.salesforce.com

mct社（日本）はデザイン思考、事業開発支援、チームビルディングなどを活動テーマとする日本のコンサルティング・ファー
ム。JCSPの運営支援（レッドストリーム）、4Revsの個別ツールなどの事務局として、実行支援パートナーを務める。

www.mctinc.jp

グローバルチーム： エコシステムの構成員

PR会社として、4Revsの公開用ホームページ運営および広報を担当。
www.argo-ms.com

フューチャー・アースは、持続可能な地球社会の実現をめざす国際協働研究プラットフォームです。
www.nies.go.jp/futureearth
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Program Managers

12 

Researchers

9

Japan Secretariat

5

NLU Core Team

米国（北米） コロンビア (南米) ベルギー (欧州／EU) 英国 (欧州/英国)                 インド (アジア)          ナイジェリア（アフリカ） JCSP連携など
Katie Conlon   Lucas Sanchez Martinez        Noemi Salantiu Puja Thiel Shravan Shankar Felix Iziomoh Jovin Hurry

グローバルチーム： リサーチおよび実行チーム



参加企業（2021年度）

ピラー・スポンサー（メインスポンサー）
＜2021年度は9社＞ アンバサダー参加12名様まで 事務局参加6名様まで
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コミュニティ・パートナー
＜2021年度は20社・機関＞ アンバサダー参加6名様まで 事務局参加4名様まで
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参加企業（2021年度）



活動内容のご紹介



研究会＋情報アクセス＋社内教育

情報コンテンツ（SFプラットフォーム上）
・4Revsケース
・経営インテリジェンス
・4Revs投資関連情報 1. ベンチャー紹介

2. 新規投資ファンド

研究会
・年4回のテーマ別研究会

（初回（5月）はキックオフ会議を兼ねる）

グローバルサミット
・10月頃開催（対面もしくはオンライン）

一般社員向け教育
・年2回のサス・トレンド・ウェビナー
・ピラースポンサーのみ

幹部層向けプログラムあり
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企業の全参加者が対象
一部、一般社員向け、幹部層向け
のコンテンツ（ウェビナー）も

特にキャパシティ・ビルディングに焦点を当て
たい企業のアンバサダーが選択するコース

特に事業開発、事業共創、他社とのオープンイノベー
ションに注力したい企業のアンバサダーが選択するコース

6月～2月の年間カリキュラム
・年間コースアウトラインの提示ビジネススクール流）
・学習目標の明文化（個人）
・ソーシャル（サステナビリティ）・イントラプレナーシップ

のコンテンツ＋Next Leaders University (NLU)で登場する
若手社会起業家によるインスピレーション

・個別にイントラプレナー・コンパスを完成し、上司に提出
・書籍（各自購入）＋関連説明動画（2本、無料）の用意

６月～3月の共創プログラム
・企業のアンバサダーをリーダーとする部会活動
・初回から、ソーシャル・イノベーションデザイン・

キャンバスを活用(mct社が年間ファシリテーション）
・参加企業間の事業構想・事業企画をフェーズを経て検証する
・2回の事業開発リーンスプリントによる「社会課題発の

事業機会創出」演習
・年間報告会（2023.3）にて最終発表

15

4Revsの主な活動内容 サービスの三本柱
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サステナビリティ・イントラプレナー育成コース

JCSP – Japan Circular Society Platform 
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年間スケジュール 2022年4月～2023年3月

　　　　　　　　　Green Stream

開催月 所要時間 プログラム

4月 75分 オリエンテーション

4月 75分 オリエンテーション

5月下旬 240分
リサーチ・ギャザリング＃1

（キックオフ会議兼ねる）

7月上旬
105分

(現在より+15分）

サステナビリティ・トレンド

ウェビナー＃

（一般社員も参加可能）

7月下旬
105分

(現在より+15分）

エグゼクティブ戦略

セッション（部長層向け）

※ピラースポンサーのみ

9月中旬 240分リサーチ・ギャザリング＃2

10月下旬 2日間にわたる
グローバル・サミット

（状況が許せば対面式）

11月下旬 240分 リサーチ・ギャザリング＃3

1月下旬
105分

(現在より+15分）

エグゼクティブ戦略

セッション（担当役員向け）

※ピラースポンサーのみ

1月下旬
105分

(現在より+15分）

サステナビリティ・トレンド

ウェビナー＃

（一般社員も参加可能）

1月下旬 90分 次年度企画説明会

2月中旬 240分 リサーチ・ギャザリング＃4

3月中旬 105分 最終報告会

　　　　　　　　　　　　Blue Stream

6月上旬 105分

導入： カリキュラム説明

個人目標シートについて

NLUマイクロトレーニングの活用法の説明

7月上旬 105分
イントラプレナー・コンパス

の全体像を学ぶ

7月下旬 90分
NLUウェビナー（ライブ）

若手社会イノベーター登壇

9月下旬 105分

それまで閲覧したNLUマイクロトレーニングを

振り返るとともに、イントラプレナー・コンパ

スの上部（4側面）について詳しく学ぶ

11月中旬 90分
NLUウェビナー（ライブ）

若手社会イノベーター登壇

12月中旬 105分

それまで閲覧したNLUマイクロトレーニングを

振り返るとともに、イントラプレナー・コンパ

スの下部（4側面）について詳しく学ぶ

2月上旬 120分
各自がグループにてイントラプレナー・コ

ンパスを共有＋個人目標シートについて

　　　　　　　　　　　　Red Stream

6月中旬 未定

導入： 年間プログラムの説明

フレーム（キャンバスなど）の説明

チーム分けについて

6月～7月 部会活動

7月末 180～240分
mctとの事業開発リーンスプリント＃1

Social Innovation Design Canvasを活用

8月～9月 部会活動

9月上旬 未定 mctとの合同セッション（各部会合同）

9月～11月 部会活動

11月上旬 未定 mctとの合同セッション（各部会合同）

11月下旬 240 リサーチ・ギャザリング＃3にて中間発表

9月～11月 部会活動

1月末 180～240分
mctとの事業開発リーンスプリント＃2

Social Innovation Design Canvasを活用

1月～2月 部会活動

2月下旬 未定 mctとの合同セッション（各部会合同）

3月中旬 105分 最終報告セッションにて最終発表



17

G

R

E

E

N

S

T

R

E

A

M

情報コンテンツ（月次更新） 研究会： リサーチ・ギャザリング

グローバル・サミット 一般社員および幹部層向け

＜幹部層向けは、ピラースポンサー限定＞

・4Revs関連ケーススタディ（世界6大陸より収集）
・4Revs関連インテリジェンス（国連報告、科学記事、

重要な国際会議など、関連の国際動向の紹介）
・4Revs投資関連情報（世界のベンチャー紹介＋世界の

新規投資ファンド紹介）

・オンラインもしくは対面にて、世界の若手社会
イノベーターと交流するサミット／ハッカソン実施
（逐次もしくは同時通訳あり）

・年4回の4Revs研究会＠4時間
・世界からのインプットを獲得するとともに（逐次通訳

あり）、他の企業参加メンバーとも交流を深める

＜モデルプログラム＞ 約4時間を想定

パート１ 4Revsリサーチチームからの情報インプット

パート２ 関連起業家等からの基調レクチャー

パート３ 関連投資ファンド情報紹介

パート４ ブレイクアウト： 他社とのディスカッション

ルーム（共通テーマ）

パート５ その他4Revs関連情報や事業紹介

・年2回の「サステナビリティ・トレンド・ウェビナー」
・幹部層向けウェビナー（ピラースポンサーのみ)

(1) 部長職向け1回 (2) 担当役員向け1回
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Next Leaders University（動画コンテンツ）
世界の若手社会イノベーターの実践に学ぶ

イントラプレナー・コンパス活用し、参加者
各自で今後のアクションを明確化する

特に「キャパシティ・ビルディング」に注力したいアンバ
サダーが選ぶコース。ここでは、8か月かけて、社会課題を
価値に変えられる「イントラプレナー」としての実践的ス
キルを磨く。ビジネススクール流に、明確なコースアウト
ラインに従って、年間カリキュラムとして進める。

　　　　　　　　　　　　Blue Stream

6月上旬 105分

導入： カリキュラム説明

個人目標シートについて

NLUマイクロトレーニングの活用法の説明

7月上旬 105分
イントラプレナー・コンパス

の全体像を学ぶ

7月下旬 90分
NLUウェビナー（ライブ）

若手社会イノベーター登壇

9月下旬 105分

それまで閲覧したNLUマイクロトレーニングを

振り返るとともに、イントラプレナー・コンパ

スの上部（4側面）について詳しく学ぶ

11月中旬 90分
NLUウェビナー（ライブ）

若手社会イノベーター登壇

12月中旬 105分

それまで閲覧したNLUマイクロトレーニングを

振り返るとともに、イントラプレナー・コンパ

スの下部（4側面）について詳しく学ぶ

2月上旬 120分
各自がグループにてイントラプレナー・コ

ンパスを共有＋個人目標シートについて
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特に「事業共創・事業創出」に注力したいアンバサダーが
選ぶコース。ここでは、9か月かけて、他の企業メンバーと
ともに、4Revsの情報やリサーチチームからのインプットも
得つつ、共同で事業構想・事業企画を練る（部会活動／mct
のファシリテーションのもと、企業メンバーが自らリード
する）。事業開発リーンスプリントを年2回実施。

　　　　　　　　　　　　Red Stream

6月中旬 未定

導入： 年間プログラムの説明

フレーム（キャンバスなど）の説明

チーム分けについて

6月～7月 部会活動

7月末 180～240分
mctとの事業開発リーンスプリント＃1

Social Innovation Design Canvasを活用

8月～9月 部会活動

9月上旬 未定 mctとの合同セッション（各部会合同）

9月～11月 部会活動

11月上旬 未定 mctとの合同セッション（各部会合同）

11月下旬 240 リサーチ・ギャザリング＃3にて中間発表

9月～11月 部会活動

1月末 180～240分
mctとの事業開発リーンスプリント＃2

Social Innovation Design Canvasを活用

1月～2月 部会活動

2月下旬 未定 mctとの合同セッション（各部会合同）

3月中旬 105分 最終報告セッションにて最終発表

企業メンバー主導の部会活動にて、4Revsテー
マに関する共創セッションを実施

独自のキャンバスSocial Innovation Design 
Canvasをフレームに議論を重ね、具体化



プラットフォームのご紹介



4Revsのコンテンツ、スケジュール、関連資料などは、Salesforce.comとの協力により構築された独自のITプラットフォームからアクセスできる。
Next Leaders’ University (NLU)は、同じプラットフォームからのリンクを通じてアクセスできるが、独自の事業企画としても運用される。ITプ
ラットフォームは、4RevsのアクセスIDを持つ企業参加者およびリサーチャー、日本側の事務局メンバーのみがアクセス可能（非公開）。
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ITプラットフォームの主な機能（2022年度予定）

➢ 4Revsケーススタディ
（月8ケース+1横断テーマケース）

➢ 経営インテリジェンス情報
（月次更新―約10件前後）

➢ 4Revs投資関連情報
・世界の関連ベンチャー紹介
・新規投資ファンド紹介

➢ Next Leaders University 
(リンクを通じてNLUの
プラットフォームへ移動）

➢ More:
・年間スケジュール
・資料アーカイブ
・リサーチチームのプロフィール
・事務局連絡先

➢ テーマ別コミュニティ
（参加者、リサーチャー双方がやり取りできるオンライ

ンコミュニティ）
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ITプラットフォーム＜コミュニティ・ページ＞で情報を一元化

4Revsコミュニティ・ページ（非公開）
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4Revsケーススタディ ITプラットフォーム上の掲載イメージ

ケース一覧（エネルギー・気候変動関連） ケースPDF
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経営インテリジェンス情報 ITプラットフォーム上の掲載イメージ

経営インテリジェンス情報一覧（全分類） 個別情報の詳細（抜粋）
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年間スケジュール・資料アーカイブ ITプラットフォーム上の掲載イメージ

各研究会などの資料
アーカイブも兼ねている

年間スケジュール一覧（一部）



活用方法・参加特典
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活用方法： 企業アンバサダーの役割

世界の若手社会イノベータ―と企業の協働による
Co-Creative Ecosystem（プラットフォーム）

4Revs Ambassadors

社員6～12名（若手中心／人数は参加コースによって異なる）を
4Revsアンバサダーとして登録、活動に継続参加

社内において、イントラプレナーとして
Sustainable Innovation Leaderとして活動する

4Revsの参加者は「事務局（主に情報アクセス・オンライン参加＝グリーンストリーム）」と「アンバサダー」（グリーン＋ブルーもしくは
レッドストリームを選択）の2種類。
「アンバサダー」は、4Revsの知見を獲得し、イントラプレナーとして、社内に伝播・伝達する役割が期待される。

4Revsアンバサダーが社内で展開するための明確なひな形を複数提供
① ケースを活用した社内セミナーの実施スケジュール案
② 社内イノベーション・ハッカソンの開催プログラム案
③ 4Revsケースなどをどのように社内イントラ等に掲載できるかのガイダンス
④ 4Revs、NLUなどの社内紹介に活用できるティザー（短い動画コンテンツ）

実施テンプレートの提供
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4Revsのエコシステムに参加する企業は、自社特有の課題やニーズに合わせ、4Revsの個別ツール（co-creative tools）を活用することができる
（別途有料／別途詳細説明あり）。

活用方法： 個別ツール（有償）で実装を支援
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参加枠と参加特典

サービス提供
ピラースポンサー
年間250万円＋税

コミュニティ・パートナー
年間100万円＋税

❶ 事務局参加者（グリーン） 6人 4人

❷ アンバサダー（グリーン ＋
ブルー or  レッド）

12人 6人

❸ 情報参加（ITプラットフォーム）
のみ＠一人1万円／年

ピラースポンサーのみ
（人数制限なし）

➍ グリーンストリーム
サステナビリティ・トレンド・ウェビナー

一般社員50人 一般社員25人

➎ グリーンストリーム
幹部層向けイベント

1: 部長職向け1回
2: 担当役員向け1回

❻ ブルーストリーム
イントラプレナー育成コース

アンバサダー
＋社内から20人

アンバサダーのみ

❼ レッドストリーム
JCSP 共創プログラム

アンバサダー
(希望があれば、8名まで追加可能）

アンバサダーのみ

❽ 個別サポート ピーダーセンもしくはPMによる
社内ウェビナー or  経営者対談



年間成果物
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成果物（2022年度の例）

2022年度の主な成果物（本当の成果は交流・共創・学習・事業発掘から得られる）

❶ 4Revsケース（シーズ）（英／一部日本語）

2023.3:    約490ケース

❷ インテリジェンス情報（英／一部日本語）

2023.3: 約350件

❹ NLUマイクロトレーニング（21年秋より日本語字幕を提供開始予定）

2023.3： 約50コース（マイクロトレーニング）

❸ 4Revs投資関連情報
2023.3:    約40～50件の4Revs関連ベンチャー紹介

世界各地の新規投資ファンド紹介（件数未定）



組織概要
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4Revs Co-creative Ecosystem 主催団体の組織情報

名称 NPO法人NELIS（ネリス） 次世代リーダーのグローバル・ネットワーク
英語名 NELIS – Next Leaders’ Initiative for Sustainability 

設立年月日 2015年1月30日（一般社団法人）、2020年8月3日よりNPO法人

代表理事 ピーター D. ピーダーセン （大学院大学至善館教授）

住所 180-0006 東京都武蔵市中町1-22-5-401

ウェブサイト www.nelisglobal.org

お問合せ pdp@pdplab.jp  （代表理事 ピーター D. ピーダーセン）

NELISのグローバルネットワークについて
NELISは2015年、2017年、2018年、立命館大学および上智大学との協働により、日本で三回の次世代リーダーサミットを開催しているほか、ヘルシンキ大学や
ラゴス州立大学との協働により欧州サミット（1回）、アフリカサミット（3回）、ラテンアメリカサミット（1回）などを開催している。それぞれの参加メンバー
を中心に、現在世界80か国に跨る若手社会イノベータ―（主に40歳未満）のコミュニティを形成、日本以外にナイジェリア、シンガポール、ウガンダ、コロンビア、
フィンランドで現地法人を設立、支部活動を展開。

NELISのメンバーが関わるサステナビリティのテーマは多岐にわたっている：
持続可能な森林経営、生態系の持続可能な管理、食糧、有機農業、パーマカルチャー、サーキュラー経済、プラスチック問題、都市計画、輸送、気候変動、エネ
ルギー（創エネ、省エネ）、水、サステナブル・ファイナンスといった「ハード」なテーマに加え、次世代型リーダーシップ、アートを通じたコミュニケーショ
ン体験、子供のための環境教育、新しい学習・教育パラダイム、共感を通じた社会変革活動、非暴力コミュニケーション、社会起業家育成などといった「ソフト」
な分野における知見を有するメンバーも多い。
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参加申込書を4Revs主宰者まで直接お送りください（メールにて）:      ピーター D. ピーダーセン pdp@pdplab.jp

4Revs Co-creative Ecosystem 参加申込書（別途、書き込み可能な申込書をお送りいたします）

ご参加コース

企業・団体名

連絡窓口（ご担当者名） 電子メール（ご担当者）

ご住所 〒

請求月（ご希望） 3月／4   月 4月／5月

電話番号

備考

ピラー・スポンサー （250万円＋税） コミュニティ・パートナー （100万円＋税）

部署名（請求書送付先）

対象期間： 2022年4月～2023年3月（1年間）

情報参加を検討したい（ピラースポンサーのみ） ※別途、登録フォームをお送りします。


